
 

 

 

研究内容の概要： 全可視領域で高い発光効率を示す有機発光体の合成に

成功した。有機ＥＬ素子をはじめとする各種オプトエレクトロ

ニクス材料として有用であるばかりでなく、バイオセンサー

などにも適用できる。 
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利
用
／
用
途 

 有機ＥＬ素子 

 有機トランジスタ 

 有機太陽電池 

 バイオセンサー 

 

特
長
／
効
果 

 ドナー（電子供与基）およびアクセプター（電子吸引基）の導入により

短いπ共役系で全可視領域発光が得られる。 

 溶液中でもポリマー薄膜中でも高い発光効率（70%以上）を示す。 

 比較的簡単な合成経路および精製法で高純度なものが得られる。 

 
 

新規オリゴ（フェニレンエチニレン)発光体の開発 
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新規発光体の構造 

新規発光体の発光特性

構造 

(CN)m (CN)n (CN)m (CN)n

： 電子供与性基 m = 1 or 2      n = 0, 1, or 2

電子供与性基置換ポリシアノπ共役系化合物群
 

ポリスチレン薄膜での発光  
クロロホルム溶液での発光  
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